
研究内容

33

Osaka Univers i ty ISIR

放射線耐性菌の防御機構の解明と
環境問題への応用
The survival strategies of radiation-resistant bacterium and
the application to environmental issues

 キーワード　Keyword
放射線耐性、 酸化ストレス、環境問題、放射線損傷
radiation resistance, oxidative stress, environmental issue, radiation damage

 応用分野　Application
医薬品、線量計、センサー、放射線廃棄物質の処理
remedy, dosimeter, sensor, bioremediation of radioactive waste 

 目的・期待される効果
○ 放射線障害の治療
○ 放射線廃棄物の処理

 概　要

　　　放射線抵抗菌の著しい放射線耐性の原因のひとつは、他の生物種と比較して、放射線によって生じるラジカ
ルや活性酸素による酸化ストレスに対する巧みな防御機構を持っていることです。本研究では、酸化ストレス
に関与するタンパク質と遺伝子の標的を明らかにすることにより、その酸化ストレス機構を探ると同時に、こ
のバクテリアの高い抗酸化能力のしくみを利用した環境問題への応用を目指します。

 技術内容

　　・耐放射線菌が持つDNA損傷修復能力や抗酸化能力を、放射線障害や疾患の治療に役立てる医薬品へ応用
　　・放射性廃棄物に含まれる有害物質の除去

 特　長（優位性）

　　　マウスなどの致死線量の700倍、大腸菌の100倍以上の放射線を照射しても全く影響を受けない放射線抵
抗菌が存在します。このしくみを利用した環境問題への応用を目指します。
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